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１標本問題における 2-step単調欠測データの下での平均ベクトルの仮説検定統計量の漸近分布について

議論する．2-step単調欠測データとは
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のような形をしており，n1 個の標本ベクトル x
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n1 がそれぞれ独立にNp(ñ;Ü)に従い，n2 個

の標本ベクトル x
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n2 がそれぞれ独立に Np1(ñ1;Ü11)に従うとする．ただし，\É"は欠測値

を表し，x
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0 である．また，ñ1 は ñの p1 次元部分ベクトル，Ü11 は Üの p1 Ç p1 ブロッ

ク行列とし，n1 個の標本ベクトルと n2 個の標本ベクトルはそれぞれ独立な分布に従っているとする．この

ときの平均ベクトルの仮説検定問題H0 : ñ= ñ0 vs. H1 : ñ 6= ñ0 に対する検定統計量として，次のような

Hotellingの T 2 型統計量を用いる．ただし，ñ0 は既知ベクトルで，n = n1 + n2 である．
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このときの最尤推定量 bñと bÜ，dCov(bñ2)についてはKanda and Fujikoshi (1998)によって与えられている．

本報告では，Kawasaki and Seo (2015)で議論されている T 2 型統計量に対する統計量の展開を利用し，

T 2 型統計量の漸近分布についての議論を行う．具体的には，確率展開を N1; N2 ! 1，Ni=N !positive
constantsのもとで
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とおき，T 2 型統計量の展開を行っている．ただし，Ni = ni Ä 1; N = N1 +N2 とする．さらに，T 2 型統

計量に対するバイアス修正統計量と Fujikoshi (2000)による修正 Bartlett変換統計量についても議論する．

結果は川崎，瀬尾 (2014)で提案したものとは異なるもので，カイ２乗近似への収束をより改良したものに

なっている．モンテカルロ・シミュレーションによる数値的評価の結果や考察，今後の課題については当日

報告する．
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